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この度はJenimoをお選びいただき、ありがとうございます。

Jenimoでの施術をする前に必ず、こちらの御説明書をお読みください。

ご使用にあたっての注意事項

本製品「業務用脱毛機 ジェニモ」は、美容目的で設計された機器であり、医療機器ではありません。
そのため、本製品は医療行為を目的とした使用はできません。
また、医療上の診断、治療、予防を目的とした機能は有しておりません。

本製品をご使用の際は、付属の取扱説明書をよくお読みいただき、正しくお使いください。
使用方法や設定を誤ると、お客様の満足いただける結果を得られない可能性がございます。
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日常的な清掃方法
漏電防止ボタンのテスト

照射されない

精製水の交換
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IPL
IPLとは“インテンス・パルス・ライト”の略であり、キセノンランプをごく短い時間発光させた光です。IPL脱毛はカメラのフラ
ッシュのように光をピカッと照射することからフラッシュ脱毛とも呼ばれています。
IPL脱毛で使われる光は、有害な紫外線がカットされており、波長の幅が広いという特徴があります。
IPL脱毛は、脱毛サロンでもっともポピュラーな方法として利用されている脱毛方法です。
IPL脱毛の光は毛のメラニン（黒い部分）に対して作用する性質があり、照射すると黒い毛包や毛根、その元にある毛乳頭
に熱を与えることができます。熱を与えられた毛根はたんぱく質が変性してしまい、次の毛の生成がうまくいきません。
IPL脱毛では照射後すぐに変化は現れませんが、その後の発毛が抑えられているため徐々に毛が少なくなっていきます。
SHR
SHRとは“スーパーヘアーリムーバル”の略であり、SHR（蓄熱式脱毛）とは、発毛を促す毛包（バルジ領域）へアプローチする
脱毛方法のこと。
弱い光で60～70℃ほどの熱を毛包に蓄積させて、毛を作る司令を出す「バルジ領域」という器官へダメージを与えます。
E-light
Eライトとは、IPL（光エネルギー）とRF（高周波）のダブルのアプローチでシミ、くすみ、毛穴、小じわ、赤ら顔などを改善でき
るフォトRFの最上位機種です。IPLは、光エネルギーが熱に変わることによりメラニン色素にダメージを与え、肌のくすみや
薄いシミを改善していきます。しかし、IPLでは肌の奥まで光エネルギーが届きません。肌の奥まで伝えようと照射出力をあ
げてしまうと、メラニン色素に反応し過ぎてしまいかえってヤケドになったり、強い痛みを伴います。
そこで、より深部に到達できるRFを組み合わせることで、肌のより奥の真皮層に熱エネルギーを伝えることが可能になりま
した。RFエネルギーは表皮のメラニン色素に妨げられずに真皮に到達するため、効率的に良質なコラーゲン、エラスチン
が生成されハリが出て、たるみ、小じわにダイレクトにアプローチできます。

1.2 デバイス構造

IPL・SHR・フェイシャル

・IPL
本製品のIPL機能は、美容分野で広く用いられる光エネルギー技術を採用しています。
お肌にやさしいパルス光を照射することで、美容ケアの一環として、毛の成長を抑制するサポートや
お肌の引き締めを目指したケアが可能です。日々のスキンケアをより充実させたいサロン向けに設計
されています。
・SHR
SHR機能は、低エネルギーの光を連続照射することで、美容効果を促進する最新技術を採用しています。
特に、敏感なお肌にもやさしいアプローチが可能で、ムダ毛のケアをより快適にサポートします。
SHR方式により、広範囲のケアが効率よく行えます。
・フェイシャル
フェイシャルモードは、スキンケアを目的とした光エネルギーを活用し、
お肌の質感を整える美容ケアを提供します。
特定の波長の光を使用することで、お肌の健康的な印象をサポートし、
日常の美容習慣をワンランクアップさせるお手伝いをいたします。
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お客様の安全
お客様の安全は、施術者の習熟度、お客様自身の相談、正しい皮膚カウンセリング、および適切 な治療室によって確立され
ます。担当施術者は、この機械を使用する際のすべてのリスクをお客様にあらかじめお知らせする必要があります。
お客様は、治療中に目を保護するために、保護メガネなどを着用するように指示する必要があります。

施術室の照明は、施術者が皮膚の反応を観察できる程度の明るさが必要です。

Jenimoは熱エネルギーを生成します。
本機器の近くでアセトンやアルコールなどの可燃物を使用しないでください。

安全に使用するために、オペレーティングシステムの定格電圧は���V、最大入力電流は��Aです。
本機には安全装置が装備されています。電気漏れが発生すると、機械は自動的に停止します。
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機器の開封と内容の確認。

アクセサリーリスト

漏斗付きホース
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注意：精製水が全く入っていない状態や、十分に入っていない状態での施術は決して行わないでください。
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注意：通常の水には不純物があるため、精製水をお勧めします。
　　  通常の水を使用すると、以下のような問題が発生しま す。

漏斗付きホースの柔らかい方の端を給水口に接続し、水を機械に注ぎます。
精製水を漏斗に 慎重に注ぎます。
漏斗を機械より上に持ち上げると、注入しやすいです。
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施術者の条件

施術者は、機械を使用するために必要な専門知識を有し、
地域および国の法律を遵守し、トレーニングする必要があります。

施術室の照明は、施術者が皮膚の反応を観察できる程度の明るさが必要です。
機械を使用している間は、反射するものを使用しないでください。
施術者は、治療前に十分な相談を行い、お客様の病気や症状について理解し、
施術中および施術後の正常な反応を説明する必要があります。

施術者は、お客様と十分なカウンセリングを行い、施術しない部位には照射しないようにしましょう。
施術者は、治療に使用される特定の治療波長に適したゴーグルまたはメガネでクライアントの目を適切に
保護してください。

モード
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このモードは、主に顔脱毛やVIO脱毛以外の全身脱毛のために、使用できます。1~10連射まで選択可能で、
比較的穏やかなエネルギーで広範囲に使用されます。全身脱毛の施術時間の短縮に効果的です。
色素が薄い産毛や金髪までしっかり脱毛できます。

このモードは、主に男性のヒゲ脱毛や男女のVIO脱毛など毛の濃い箇所に使用します。
狭範囲を対象と した単発治療の使用は、SHRモードより多くの熱エネルギーを使用し、その効果は顕著です。

このモードは、主に肌の若返りとリフトのために使用できます。
IPLモードの若返り治療と組み合わせて使用すると、顔を持ち上げて引き締める事ができます。
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待機

準備

待機

準備

すべての施術パラメータを設定した後、待機ボタンを押して照射準備モードに入ります。丸ボタンが黄色に変わります
。 準備ボタンを押すと、電源ボタンが緑色に変わります。

ステップ1 施術の準備
◆お客様とのコミュニケーションを十分に行います。お客様のご要望、体調（ステロイド剤など薬品の使用の有無、日焼
けの状態）を把握し、カウンセリングシートに記入します。
◆機器が正常に機能しているか確認し、治療前に照射面を清潔にしてください。 
◆治療中は多少の痛みなどが感じられることをお客様に説明します。

ステップ2 肌をきれいにし、お客様にゴーグルもしくは目元にタオルなどを着用してください
◆施術エリアをタオルや生理食塩水で洗浄し、表面に化粧がないことを確認します。 
◆施術エリアの毛を剃ります。できるだけ事前に剃ってご来店いただくようにしましょう。 
◆お客様用のゴーグルもしくはタオル（目を覆えるもの）などを着用してもらいます。

ステップ3 マシンの電源を入れて、テスト照射を実行します
◆本機の電源を入れ、必要なモードを選択してパラメータを調整します。
お客様に応じてパラメータを 調整してください。パラメータを調整した後、地面に2~3回をテスト照射します（機器に
照射パワーが溜まっている場合があるため）。

◆さまざまなお客様（肌の色の違いや毛の濃さ）に対して推奨されるパラメーター（出力設定数値）を記載した資料を
別途ご提供いたします。
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施術に関するお客様へのお知らせ

◆お客様とのコミュニケーションを十分に行い、お客様のニーズや体調を把握する。ステロイドを含むスキン ケア製
品などを使用していないか確認してください。
日焼けの状態など写真を撮り、顧客情報ファイルに記入し てください。 

◆機器が 正常に機能しているかどうかを確認し、治療前に照射面を清潔にしてください。

◆治療中に多少痛みなどがあることを説明してください。

◆施術部位にジェルを均等に塗る必要があります。 

◆施術者もお客様もメガネまたはゴーグルをかける必要があります。

◆ハンドルの照射面は肌にやさしく密着し、常に垂直に保ちます（皮膚に対して傾けると、エネルギーが表皮に集中し
やすくなり、肌にダメージがかかる場合があります。）。

◆面積や治療項目に応じて、連射または単発を選択してください。連射は広面積の脱毛、単発は小面積の脱毛（男性の
ヒゲや男女のVIOなど）、肌の若返り、そばかす、ニ キビなどにおすすめです。

◆施術中は、お客様の肌の反応に常に気を配り、治療パワーを調整してください。 

◆施術過程でのお客様の痛みに対する感覚などを聞き、時間通りに施術を行います。

◆ボディークリームや化粧水などを用いて、適切にケアしてください。

◆治療後の注意事項を説明し、できれば、次回の治療日時の予約をしてください。 

◆機器の電源を切り、お客様一人一人に合ったパラメータをカウンセリングシートなどに記録します。

施術前

施術中

施術後

施術後の注意事項

5.3 施術中の症状

◆施術当日は施術エリアに熱湯（温浴）を使わず、シャワーで温水または冷水を使用してください。 
◆1週間は温泉やサウナにいったり、施術部位をこすったりしないでください。
◆辛いなどは3日以内に食べないでください。 
◆施術後、水を飲むようにしてください。ボディークリームなどは1週間継続して使用してください。
◆日焼けに注意してください：治療後、メラニンの代謝が促進されます、 メラニンはより活性が高く、色素沈着を引き起
こしやすくなります。 
◆施術後にかさぶたがある場合は、色素沈着を防ぐため、かさぶたを無理矢理剥がしたりしないでください。
◆施術後に施術部位が赤くなった場合は、氷で冷やし、必要に応じてジェルなどを塗布してください。 
◆炎症反応が起こった場合は、クリームなどの保湿ケア製品を塗って下さい。

◆脱毛：産毛はやや熱く、縮れなどがあり、チクッとするような痛みがあります。
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◆そばかすの除去：わずかな熱、チクッとするような痛み、そして皮膚には赤みがかってきます。
そばかすの斑点が濃くなり、 かさぶたになります。

◆赤ら顔の改善：わずかな熱、チクッとするような痛み、そして皮膚には赤みがかってきます。
毛細血管のの血流が鈍くなり、色が濃くなる場合があります。 

◆肌の若返りとニキビ除去：施術中はやや熱く、チクッとするような痛み、そして皮膚には赤みがかってきます。

◆妊娠中および授乳中の方。 

◆過去1週間以内に日焼けされた方。 

◆施術部位に重大な怪我及び感染症のある方。 

◆最近、光増感薬を服用したり、光にアレルギーのある方。 

◆重度のケロイド体質の方 。

◆上まぶたや唇への治療。 

◆皮膚病（乾癬、白斑など）に苦しんでいる方。

◆てんかん患者、重度の心臓病患者、糖尿病患者、高血圧患者。 

◆ステロイド剤をお使いの方は、1ヶ月間使用を中止してから施術してください。
施術期間中はステロイド剤を使用できません。 

◆ 1ヶ月以内にマイクロインジェクションを受けた方は、注射部位を避けてください。

安全で信頼性の高い操作を保証するため、定期的なメンテナンスと適切なケアが非常に重要です。
このセクショ ンでは、施術者が行うべき機械の日常的およびその他の定期的なメンテナンスについて説明します。

IPL・SHR・フェイシャルIPL・SHR・フェイシャル
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日常的な清掃方法

ハンドピースの外側は、湿らせた柔らかい布またはマイクロファイバーの布で定期的に清掃してください。
中性洗剤やア ルコールフリーのおしりふきを使用することもできます。
施術後は定期的に照射面を清掃してください。

施術後に照射面に焼けた毛の炭素が蓄積する可能性があるため、週に1～3回、または必要に応じてクリーニングする
必要があります。
 照射面には、常に汚れや付着物がないようにする必要があります。

漏電防止ボタンのテスト
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精製水の交換

水の交換の頻度は、稼働によって異なります。 
◆機械が毎日稼働している場合は、1か月ごとに水を交換する必要があります。

◆機械が週に1～2回稼働する場合は、2.3か月ごとに水を交換する必要があります。 

◆機械の使用の有無にかかわらず、精製水は年に1回交換する必要があります。 

◆水を交換した後、5分間水を正常に循環させる必要があります。 

◆施術室の温度が2℃未満の場合は、装置内のすべての精製水を排出し、新しい冷却水と交換する必要があります。

注意：Jenimoでは、精製水、脱イオン水、または純水のみを使用してください。飲料水や水道水は使用に適していませ
ん。水中の不純物が蓄積すると、機器の動作に影響を与え、修復不可能な損傷を引き起こし、保証が無効になるためで
す。

◆輸送は機器の損傷のリスクが高いため、最小限に抑えてください。 

◆移動・保管の際は、元のパッケージを保管してご使用ください。 

◆他の治療室に移動する場合は、移動する際に機器を水平に保ってください。 

◆保管・使用の際は、衝撃、衝突、圧迫、振動などにご注意ください。また、使用するたびに機械をリセットし、 防塵保管
する必要があります。 

◆長距離輸送の前に、水タンク内の精製水を排出してください。移動または保管するときは、元のパッケージを保管し
て使用してください。必要な場合を除いて、デバイスを動かさないでください。 

◆機械の湿気が多い場所での使用を避けてください。機械の安全性を確保してください。 

◆機械で照射をする前に、空冷および水冷システムが正常に機能していることを確認してください。 

◆本機は20℃以上の温度の部屋に置き、6時間以上保管してからご使用ください。
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ハンドピースのボタンを押しても光が照射されません
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03-4446-789703-4446-789703-4446-7897


